
その夜、神はソロモンに現れて言われた。「何事でも願うがよい、あなたに与

えよう」 ソロモンは神に答えた。「あなたは……」

歴代誌下1章7～8節ａ（日本聖書協会・新共同訳）

教会はあなたのおいでをお待ちしております

 Lutheran Church

祈るあなたは美しい
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　流れ星を見たとき、三つ願い事を言うとか

なう、と子どものころに聞きました。

　やや即物的に考えるところのあるわたし

は、流れ星が流れているあの短い時間に三つ

言うのは難しいな、と思いました。

　そこで決めました。流れ星を見たら、「お

もちゃ、お金、お菓子」と言おうと。いつ流れ

星を見てもいいようにと、ときどき早口の練

習までして……。

　幸か不幸か、流れ星のあまり見えない東京

で幼少期を過ごしたので、とうとうこれを実

行する機会は与えられませんでしたが。

　ギリシャ語で、≪人間≫のことをアントロ

ポスと言います。語源は、≪祈る存在≫とい

うことだそうです。これは、わたしたち日本

人にはない感覚ではないでしょうか。わたし

たちは、≪人間とは？≫と聞かれたら、「人

の間と書くとおり……」とか、「人という字

はお互い支えあっています」と昔から説明

されてきました。

　でも、ギリシャ語を話す人たちは、≪人間

とは？≫と聞かれれば、≪祈る存在≫と思う

のです。

　確かに、子どものころのわたしも「おも

ちゃ、お金、お菓子」という、ささやかと言う

か、ごうつくばりというか、とにかく願い事

を持っていました。そして、今でも、それほ

ど変わらない身勝手な願望を持った自分が

います。

　でも、ギリシャ語のアントロポス≪祈る存

在≫という言葉は、ただ、やみくもに願い事

を持つ姿をイメージしていないような気も

します。あくまでわたしのイメージですが、

≪祈る時、人は美しい≫ということを教えて

いるような気がするのです。それも、誰かの

ために、です。

　美しい祈りと言えば、わたしはお百度参り

を思い出してしまいます。時代劇でしか見受

けることはありませんが、病気のわが子のた

めにとか、戦いに出て行った夫のためにとか、

裸足になった女性が、手を合わせて、神社の

境内を必死に行ったり来たりする。しかも、

劇中の設定は、だいたい雨が降っているか、

雪が降っているか、辛い状況です。そういう

中でも、あのひとのために、とこんなに必死

で祈っている。その美しさを伝えてくれます。

　家内安全、商売繁盛という願いと、あのお

百度参りする女性の祈りとを、どちらも同じ

≪祈り≫と片づけられない気がします。

　誰かのために祈る時、人の魂は、自分とい

う狭い殻から解き放たれて、鳥のように羽ば

たいているのかもしれません。

　誰かの喜ぶ顔を見たくて……。その瞬間

が、何より幸せなことをわたしたちは知って

います。

　プレゼントを思い浮かべると分かります。

プレゼントは、もらうより、大切な人のため

に、何にしようか、と考えて、考えて、よし、

これに決めた、と買っている時が一番幸せで

す。

　≪幸せになりた～い≫結婚式場のコマー

シャルで、若い女性たちが叫んでいます。

 そう、まさに、わたしたちは、自分が幸せに

なりたいと願っているのですが、幸せになる

ための道は、意外な方向にあるのかもしれま

せん。

　さあ、今日から、何を祈るわたしになりま

しょうか。

パパレンジャー
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谷 健（たにけん）…昭和5年7月生まれ。東京都の公立小学校7校の勤務。専門は英語、道徳。道徳副読
本の編集に従事。
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教育いろは
谷センセイの

第2回　教育基本法を考える　その2

たんじょうび
　マザー・テレサは、「現代の最も重い病気、それは、『私

なんか、いてもいなくてもいい。死んだほうがましだ』

と考えること」だと言われました。

　この思いが起こるのは、自分の思い通りにならない

ことに遭遇したとき、あるいは仲間の中に入ることが

できず、疎外感を感じたとき等々、さまざまな光景が

浮かんできます。それ以上に、自分が期待されずに親

から生まれてきたと思ったり感じたりした子ども。そ

の心に深く残る癒されがたい傷。生涯つきまとうこの

痛みは、徐々に子どもの成長に影を落としていきます。

　キリスト教は、「神は御自分にかたどって人を創造さ

れた」（創世記1章27節）と、私たち一人ひとりは、神

さまに似せて造られていると教えています。この意味

は、どの人も神さまにとって大切な、かけがえのない者

として、いのちを与えられたということです。幼い子ど

もたちも、その中に神さまの姿を見ることさえできる

かも知れません。そして、すべての人が例外なく大切な

存在として、この世に存在が許されているのです。

　それは、誕生がいかに大きな神さまのみ心によるも

のかということです。毎年巡ってくる誕生日は、自分

がなくてはならない存在として、また自分にしかない

賜物を与えてくださったことに感謝をするときでも

あります。もちろん感謝するのは、自分を産んでくだ

さった両親、そしておじいさん、おばあさん、ひいては

神さまです。

　子どものこれからの長い人生において、さまざまな

試練や障がいを乗り越え、生命ある限り生きようとす

る力、それは、「自分が愛されている」という、ゆるぎ

ない確信からわきでることにあると思います。

　あなたのかけがえのないお子様に、「あなたは私に

とって、なくてはならない大切な、すばらしい人。世界

中で、あなたに代わる人はだれもいません」と、毎日心

を込めて伝えてください。そのとき、子どもの顔も態

度も姿にも変化が見えてくるに違いありません。

（園長）
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【祈りの言葉】

主よ、苦しみに会うとき、従順と喜び

をもって耐え、勇気をもって負うべき

十字架を負い、主に従うことができる

ように。

【第二留】イエス、十字架を負わされる  ヨハネによる福音書19章17節
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